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シニア・リーダー、変化について語る
2008年5月
スチュアート・クレランド
皆さん、こんにちは。国際ロータリーのシニア・ビデオ・プロデューサーのスチュアート・クレランドと申します。今日は、ロータリー財団の未来の夢計画についてお話いただくため、 2007-2008年度ロータリー財団管理委員長であるボブ・スコット氏、2008-2009年度ロータリー財団管理委員長であるジョナサン・マジィアベ氏、ならびに未来の夢委員長であるルイス・ジアイRI元会長のお三方にお集まりいただきました。
それでは早速質問させていただきます。管理委員会が未来の夢計画を立てる発端となったのは何だったのでしょうか。また、その理由もあわせてお聞かせ願えませんか。
ボブ・スコット   
要因はいくつかあります。まず、補助金の数が大幅に増大したことが一つ。1965年から1998年までの間に10,000件のマッチング・グラントが承認されたのに対して、次の5年間だけで同じ10,000件が承認されています。2002年以降、この数は増加の一途をたどっています。もう一つは、私たちが、プロジェクトからプログラムへの移行を望んでいたのではないかという気がしますね。言い方を変えれば、「応急処置」的な小さなプロジェクトの数を減らし、3-Hのような規模の大きいプログラムを増やして、地域社会に明確な変化をもたらすために、大規模なプログラムを拡大するということです。 
ジョナサン・マジィアベ 
私たちが、官僚的な手続きに翻弄されて、全力を尽くしていないのではないかと不満を訴えるロータリアンが後を絶ちません。そこで、簡素化を目指してはどうか、プログラムを整理、統合してはどうか、ということになったのです。近代化する必要はあります。特定の主義や一つの病気の撲滅だけに専念する財団が多い中で、特別な存在となるために、組織の活動を合理化したいと考えたのも、理由の一つではないでしょうか。
ボブ・スコット 
財団の使命に沿った集中すべき重点分野を設けていますから、ロータリアンがプロジェクトを開発し、資金を調達する上で、これが大いに役立つことになるでしょう。「ロータリー財団」のためというと焦点がぼやけてしまいがちですが、具体的なプログラムという大義名分があれば、資金もずっと集めやすくなるはずです。
スチュアート・クレランド
ジアイ元会長のご意見はいかがでしょうか。
ルイス・ジアイ 
未来の夢計画は、ロータリー財団の成功から生まれたものです。地元地域社会のためにもっと多くのプログラムや活動を実施したいという願いから、サービスや資金に対するロータリアンからの需要が増え始めたのです。 
スチュアート・クレランド
そのようなニーズに対して、未来の夢はどのように対処していくのでしょうか。
ルイス・ジアイ   
第一には、顧客サービスの改善です。第二に、簡素化を図ること。第三に、もっと多くのロータリアンに財団の活動に関与してもらうこと。第四に、すべてのロータリアンに生涯を通じてわが財団をもっとも大切な慈善団体として選んでもらえるよう、自分たちの財団であるという所属意識を育むこと。第五に、今日のビジネス界における変化に対応し、日々、そして毎年、変化を受け入れ、前進できるビジネスモデルを目指すこと、この五点です。
スチュアート・クレランド
スコット委員長、クラブや地区レベルのロータリアンは、この計画からどのような恩恵が得られるのでしょうか。
ボブ・スコット 
地区には一括して支払われる補助金が用意されますから、地区の一存で地区内の複数のプロジェクトや国際プロジェクトを実施することができます。つまり、プロジェクトの実施を希望するクラブに地区が資金を配分し、クラブからの報告が地区へ提出されるという仕組みです。この計画の下では、国際ロータリーや財団の担当部署を介す必要がなくなるわけです。  

スチュアート・クレランド
マジィアベ次期委員長のご意見は？
ジョナサン・マジィアベ 
自分たちの力ですべてをやりたいと願っているクラブと地区は、望み通りの柔軟性と権限が手に入り、地元レベルで国際ロータリーと力を分かち合えるようになります。同時に、可能性も広がるのではないかと思います。関心分野を同じくするロータリー以外の団体と手を組みプロジェクトを実施するためのパッケージ化された補助金も設けられますから、地元だけでなく海外の人々と協力することもできるようになります。 

スチュアート・クレランド
ということは、未来の夢委員会は、ロータリーとほかのNGOとの間の新たな協力関係を奨励するということですね。
ルイス・ジアイ 
そのために、財団は新しい時代に向けて準備を進めているのです。協調の時代とでも言いましょうか、非政府組織が協力し合い、よいことを成すためにすべてのリソースを結集させる時代です。そして、その最前線に立つのがロータリー財団と国際ロータリーです。その理由はただ一つ、信頼性ということに尽きます。信頼性はわが組織の重要な資産の一つです。  
スチュアート・クレランド
ロータリーのような長い伝統を誇る組織にとって、変化はなかなか難しいこともあるはずですが、これまで、ポリオ・プラス・プログラムを採択したり、財団自体の役割を拡張するといった大きな変化をたどってきました。このような変化はロータリーにどのような影響を与えてきましたか。良い変化がもたらされたのでしょうか。

ボブ・スコット 
もちろんですよ。財団がロータリーに多大な影響を与えてきたことに異論を唱える人はいないでしょう。1947年以来、財団は飛躍的な成長を遂げ続けてきました。特に1960年代から70年代にかけては、国際ロータリーを真の国際組織へと発展させました。  

ジョナサン・マジィアベ 
組織をあげてのプログラムとしてポリオ・プラスを開始したときには、多くの反対意見も出ました。それが、現在では、ひとえにこのプログラムのおかげで、第一級の団体とみなされるようになったのです。これはロータリーに大きなメリットをもたらしました。ですから、一旦成果が現われ始めたら、私たちのやろうとしていることを理解してもらえる日は来ると信じます。

スチュアート・クレランド
ジアイ元会長、最後に何か付け加えることはおありでしょうか。
ルイス・ジアイ  
未来の夢計画の実施後、わが財団は第一級の財団になります。業績が称えられ、リソースと能力、信頼性が認められるようになります。そして、慈善、奉仕、平和から成り立つ新世界において主役を務める立場になるに違いありません。

スチュアート・クレランド
皆さん、ありがとうございました。
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